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概　要

被服圧の個人差を臨床で簡便に把握することを目的として，仰臥時の枕の接触圧力を市販の
携帯型接触圧力測定器で測定した。その結果，枕高さの官能評価と接触圧力は被検者によって
異なり，一定の値や傾向を示すものではないことがわかった。家庭や病院・施設等の臨床にお
いて，実際の生活場面に即して簡便な測定ができるこのような機器は有効であると考えられた。
被服圧で生活に支障をきたしている当事者やその近親者にとって，主観的評価に加え，機器測
定による圧力値という客観的な評価指標を即時に得ることができるようになれば，生活改善や
QOL向上につながることが期待される。

1．はじめに

　被服を着用すると，人体と被服の間に圧力が生
じる。この被服圧は，姿勢や動作によっても変化
し，着心地や動きやすさにも影響を与える。被服
圧の感じ方は，個人や身体状態，年齢によっても
異なるといわれ，加齢による影響についても多く
の研究が行われている1-3）。また，従来の計測を

中心とした着心地の評価・予測だけではなく,コ
ンピュータ上での数値シミュレーションにより,
被服の快適性の予測・評価を目指す研究も進めら
れている4）

　一方，疾病・加齢等で家庭や施設での療養・介
護が増加する中，褥瘡（床ずれ）予防等の観点か
ら，臨床でも簡単な操作で接触圧力を測定できる
機器が市販されている。
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　本研究では，被服圧の個人差を臨床で把握する
ことを目的として，個人差が大きいと思われる就
寝時の枕への被服圧，すなわち「後頭部－枕」間
の接触圧力について，この機器による測定で把握
することができるのか，試行を行った。

2．方　法

2－1．測定装置

　測定には，株式会社ケープ製の携帯型接触圧力
測定器パームQ®（品番CR-490）を使用した5）

（図1～3）。パームQ®は臨床における床ずれ
発生のリスク評価や，体圧分散式マットレスの評
価を目的として，開発された機器である。機器本
体と，本体に接続して使用する着脱可能なセン
サーパッドから成る。本体サイズは幅6.5cm×長
さ17.5cm×厚さ3.5cm，本体重量は160g（電池含
まず）であり携帯が容易で，9V角型アルカリ乾
電池の装着で電源に左右されることなく測定が可
能である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図1．携帯型接触圧力測定器パームQ®

　使用方法は，センサーパッドを測定部位に設置
してスイッチを押し，安定後，約12秒で測定が完
了する。本体の液晶画面には，5つのパッドの接
触圧力が4段階の円グラフにより表示される。セ
ンサーパッド部の測定範囲は10cm四方である。

 

 

 

 

 

 

  

図2．パームQ®接触圧力の4段階円グラフ表示

2－2．枕と寝具

　実験用の枕には，株式会社ニトリが販売してい
る「高さ10ヵ所調節できる枕（そば）」を使用した。
最も高さが高い状態でのサイズは，幅40cm，奥
行60cm，高さ12cmである。本製品は3層構造か
ら成り，枕の高さを10段階に調節できる。上部第
1層は4つの部屋に分けられ，そばがらが詰めら
れている。真ん中の第2層はウレタン製で5つの
部屋に分けられ，そして下部の第3層は2枚のウ
レタンシート製である。今回は第2層と第3層を
順番に抜き出していくことで，枕高・枕中・枕低
の3段階の高さを設定し実験を行った。
　敷布団には，DCMホールディングス株式会社
の「抗菌防臭防ダニ敷ふとん」を使用した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図4．枕にセンサーパッドをセットした状態

2－3．実験方法

　実験の被験者は，身長や体型の異なる本学4年
の学生4名（女子3名，男子1名）である。
⑴　接触圧力の測定準備
　被服実習室の実習台上に敷布団を敷き，その上

 

 

 

 

 

 

 

  図3．パームQ®センサーパッドのサイズ
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部に枕を置いて実験を行った。枕に載せる頭の位
置は，枕高を用いて以下の手順でパームQ®に表
示される接触圧力の分布を観察しながら決定し
た。①被験者は，自分で納得する枕の位置に頭を
乗せる。その際，衛生面を考慮し枕の上には薄手
のポリ袋を口が右耳側に向くように敷く。②被験
者に一度頭を浮かせてもらい，敷いたポリ袋の口
から電源を入れガイダンスモードにしたパーム
Q®のセンサーパッドを入れる。③再び頭を枕に
降ろしてもらい，リアルタイムで表示される接触
圧力の中央部が最も高くなるように，センサー
パッドの位置を調節する。④位置が決まったら，
マスキングテープでセンサーパッドの位置を直に
枕本体に貼り，目印をつける。
　上記の方法で決定した枕上の位置に，センサー
パッドをセットした状態を図4に示す。
⑵　接触圧力の測定
　枕に付けた目印に沿って被験者の頭の位置を調
節後，被験者に静止してもらい，本体のスタート
ボタンを押し計測を開始した。測定完了後，5つ
の測定パッド全てのデータを記録した。枕高さは
高・中・低の順に，各3回ずつ連続して測定を
行った。
⑶　官能検査
　各枕高さでの接触圧力測定直後に，被検者が寝
たままの姿勢で引き続き口頭質問にて官能検査を
行った。質問1～6に口頭で回答してもらい，実
験者が質問用紙に記入した。質問項目を以下に示
す。
　①寝心地（４．良い，３．どちらかといえば良い，
２．どちらかといえば悪い，１．悪い），②高さ（４．
合っている，３．どちらかといえば合っている，２．
どちらかといえば合っていない，１．合っていな
い），③寝返りの打ちやすさ（４．打ちやすい，３．
どちらかといえば打ちやすい，２．どちらかとい
えば打ちにくい，１．打ちにくい），④硬さ（４．
良い，３．どちらかといえば良い，２．どちらかと
いえば悪い，１．悪い），⑤普段通りの体勢で寝た
ときの寝心地（自由回答），⑥普段使用している
枕との比較（自由回答）。

3．結果と考察

　まず，各被検者について，接触圧力の測定値が
高かった部位と，官能検査における「寝心地」「高
さ」の評価との関連性に注目して比較・考察を
行った。次に，枕高さ・官能評価・接触圧力を被
検者間で比較し考察した。
　実験では実験者が被験者の右側に立ってパーム
Q®の操作を行ったため，センサーパッドは被験
者に対して時計回りの方向に90°回転させた状態
で設置し測定した。1～5の数字で表示される5
つの測定部位は，被験者自身から見た頭部の向き
に対応させ，図中では次のように表記した：1中
央部，2上部，3左部，4下部，5右部。

3－1．被験者Ａ（図5）
　被検者Aの接触圧力は，枕低，枕中，枕高の何
れにおいても，最も高い部位は中央部であった。
　枕低の官能評価は「寝心地」が最高値の4，「高
さ」は次に高い3であった。中央部の接触圧力は
60～70mmHgであった。
　枕中では「寝心地」4，「高さ」4と，官能評
価がともに最高値となった。中央部の接触圧力は
60～80mmHgであった。
　枕高は「寝心地」2，「高さ」1で官能評価は
最低となり，質問項目6でも「頭が高くなるため
喉元に圧迫感を感じる」と回答があった。中央部
の接触圧力は50～60mmHgであった。
　以上の結果から被検者Aには，枕の中央部に最
も接触圧力が集中した状態が良く，枕の高さは枕
中が最適な高さと寝心地であることがわかった。
一方，枕低と枕高では，高さが合わず寝心地が低
下した。

3－2．被験者B（図6）
　枕低の官能評価は「寝心地」4，「高さ」4で
あり，ともに最高値であった。しかし質問項目5
に対して「枕の高さが低いため，肩への負担を感
じる」と回答した。中央部の接触圧力は40～
50mmHgの間，首部はそれより高い55～60mmHg
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程度であった。
　枕中の官能評価は「寝心地」「高さ」ともに3
となった。中央部の接触圧力は65～70mmHgで
あり，首部はそれより低く，40～45mmHgであっ
た。
　枕高は「寝心地」3，「高さ」2で官能評価は
最も低くなった。中央部の接触圧力は70～
80mmHgの間であり，他に接触圧力が高い部位
はみられなかった。
　以上の結果から被検者Bは，枕低の官能評価が
高い一方で，首部への接触圧力が中央部を上回っ
ていることや質問6への回答から，実験に使用し
た枕の形状が，被検者の身体形状に合っていない
と考えられた。

3－3．被験者C（図7）
　枕低の官能評価は「寝心地」4，「高さ」4と
最高値であった。中央部の接触圧力はほぼ40～
45mmHgの間，首部は40～50mmHgであった。
　枕中の官能評価は「寝心地」4，「高さ」3となっ
た。中央部の接触圧力は35～50mmHgの間であ
り，首部は45～50mmHg程度であった。
　枕高は「寝心地」「高さ」ともに2で官能評価
は最低となった。中央部の接触圧力は30～
50mmHgの間，首部は45～50mmHgの間であった。
　以上の結果から被検者Cは枕低，枕中，枕高の
何れにおいても，中央部より首部の接触圧力の方
が，高く安定した値を示すことがわかった。「寝
心地」と「高さ」の官能評価が最も高かった枕低

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5．被検者Aの接触圧力と官能評価
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は，中央部の接触圧力がほぼ一定となったことか
ら，実験に使用した枕の形状と被検者の身体形状
が適合していると考えられた。

3－4．被験者D（図8）
　枕低の官能評価は「寝心地」2，「高さ」3で
あり，中央部の接触圧力は80～95mmHgの間で
あった。
　枕中の官能評価は「寝心地」3，「高さ」2 と
なった。中央部の接触圧力は55～70mmHgの間
であり，次に高い右部は45～50mmHgの間であっ
た。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6．被検者Bの接触圧力と官能評価

　枕高は「寝心地」「高さ」ともに4で官能評価
は最高値となった。中央部の接触圧力は70～
80mmHgの間，次いで左部が40～45mmHg程度
であった。質問項目5，6では「普段使用してい
る枕と枕高は使用感が似ている」と回答している。
　以上の結果から被検者Dは中央部以外にも接触
圧力の高い部位があり，その部位は枕中と枕高で
は左右逆転しており，安定しない傾向が見られた。
しかし官能評価と質問回答から，最も適している
のは枕高であると判断された。この被検者は，仰
臥位であっても首を左右どちらかに傾けた就寝姿
勢をとっている可能性が考えられた。
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3－5�．官能評価（寝心地・高さ），枕高さ，接

触圧力の被検者間比較

　枕低の官能評価がともに4（最高値）だったの
は，被検者Bと被検者Cであった。中央部の接触
圧力は被検者Bが40～50mmHgの間，被検者C
がほぼ40～45mmHgの間となり，近い値であっ
た。一方で被検者Bは「枕の高さが低いため，肩
への負担を感じる」とも回答しており，肩に近い
首部は55～60mmHg程度であった。それに対し
て被検者Cの首部は40～50mmHgであった。
　枕中では，官能評価がともに4だったのは被検
者Aであり，中央部の接触圧力は60～80mmHg
であった。

　枕高の官能評価がともに4だった被検者Dは，
中央部の接触圧力は70～80mmHgの間，左部が
40～45mmHg程度であった。
　以上の結果から，枕高さの官能評価（寝心地・
高さ）と接触圧力は，被検者によって異なること
がわかった。
　また，各被検者に合わせて，枕高の中央部接触
圧力が最も高くなるようにセンサーパッド位置を
調整して測定に臨んだにもかかわらず，被検者C
は中央部より首部の接触圧力が高い結果となっ
た。要因として，今回使用した寝具（敷布団と枕）
の形状が被検者Cの身体に合っておらず，姿勢に
無理が生じ，測定値に影響が出た可能性があると

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7．被検者Cの接触圧力と官能評価
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考えられた。
　被検者Dは，枕高さによって右部または左部へ
の接触圧力が高くなったことから，仰臥位であっ
ても頭部が傾く姿勢になりやすいことがわかった。

4．まとめ

　本研究は，被服圧の個人差を臨床で簡便に把握
することを目的として，仰臥時の枕の接触圧力を
市販機器測定で把握することができるのか試行し
た。その結果，市販の機器でも場所ごとの接触圧
力の差を十分正確に把握できた。
　市販携帯型接触圧力測定器を使用した測定結果
から，同一の寝具に対する被検者4名の接触圧力

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8．被検者Dの接触圧力と官能評価

は，同一ではないこと，さらに，接触圧力を測定
する場合は官能評価も同時に行い，被検者の繊細
な感覚を聞き取る重要性も示唆された。
　実際の生活に即した場所や場面，すなわち家庭
や病院・施設等の臨床では，接触圧力を簡便に測
定できる機器は有用である。被服圧が要因で日常
生活で支障をきたしている人々が，自身の主観的
評価に加え，このような機器測定で圧力値という
客観的な評価指標を即時に得ることができれば，
問題解決への手がかりとなり，生活改善やQOL
向上につながりやすくなることが期待される。今
後は，本研究で使用した市販測定機器による着衣
の被服圧が測定できるか可能性を検討したい。
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